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Ⅰ 対象高等専門学校の現況及び特徴 

 

１． 現況 

（１）対象校名 鈴鹿工業高等専門学校 

（２）所在地 三重県鈴鹿市白子町 

（３）学科等構成 

   機械工学科，電気電子工学科，電子情報工学科 

   生物応用化学科，材料工学科 

専攻科課程 

   電子機械工学専攻，応用物質工学専攻 

（４）学生数及び教員数（平成17年６月現在） 

   ①学生数 

    学科学生 1,112名，専攻科学生 74名 

    総計 1,186名 

   ②教員数 85名 

２．特徴 

［沿革］ 

 鈴鹿工業高等専門学校（以下「本校」と称す）は，昭和 37

年４月に我が国の工業発展を支える実践的な技術者の育成を目

指し，全国に 12校設置された国立高等専門学校の第１期校の

ひとつである。創設時は機械工学科，電気工学科，工業化学科

の３学科で発足した。昭和 41年度に金属工学科を増設したが，

昭和 61年度に同科を材料工学科に改組した。さらに，平成元

年に電子情報工学科を増設し，現在の５学科体制を確立した。 

 その後，科学技術の一層の進展，国際化時代の到来により，

より高度な技術者の育成に対する社会的要請や，生涯学習に対

する国民の意欲が高まってきたことを受け，平成５年度に２年

制の専攻科（電子機械工学専攻，応用物質工学専攻の２専攻）

を設置した。また，平成９年度には工業化学科を生物応用化学

科に，平成 15年度には電気工学科を電気電子工学科に改組し，

現在に至っている。さらに，平成 15年度には，学科４，５年

及び専攻科課程で構成される「複合型生産システム工学」教育

プログラム（融合複合・新領域分野）が，国際的な同等性を有

した工学教育プログラムであるとして日本技術者教育認定機構

（JABEE）より認定を受けている。 

［理念及び目的の背景となる考え方］ 

本校は，「知徳体三育の全人教育」を範とする建学の精神に

則り，創設以来，我が国の工業発展を支える有能な実践的技術

者を育成すること，広く地域と社会に貢献することを使命とし

てきた。平成 16年度には，近年の科学技術の高度化と国際化

を踏まえ，時代に沿った新たな教育理念を定め，養成すべき人

材像を明確化した。 

建学の精神に沿った教育と学生の質に対する社会からの高い

評価により，本校では学科卒業生，専攻科修了生とも就職希望

者の就職率，及び進学希望者の進学率は常に100%を維持してい

る。その多くは企業の中堅技術者として活躍するほか，企業経

営者，研究者や大学・高専教員など幅広い分野に優秀な人材を

輩出している。 

また，高等教育機関として送り出した卒業生の活躍や実績に

加え，近隣中学校への広報活動，オープンカレッジや公開講座

の開催，出前授業による理科教育啓蒙活動等の積極的な地域貢

献活動を背景に，本校を志願する中学生の数は，少子化が進む

中にもかかわらず，全国一の志願者数を確保している。 

本校では，クラブ活動等の課外活動も人間形成のための場と

して重要視している。ここ数年の体育系・文化系クラブの活動

の実績・成果は，「秩序の中の自由を尊ぶ」校風と相俟って，

全国にその名を馳せる活躍をするなど目覚ましいものがあり，

学生の徳・体を育む体制も十分充実している。 

重要な社会貢献のひとつである産学官連携活動については，

平成 11年度に活動を推進するための委員会組織を構築してい

る。平成 12年度に鈴鹿市商工会議所及び市内のほか高等教育

機関との連携の下に組織した SUZUKA産学官交流会活動は，先

進的な取り組みであることから，中部経済産業局により産学官

連携モデル地区のひとつに指定されるまでに至っている。さら

に，平成 16年度は，構造改革特区事業で「燃料電池技術を核

とした産学官連携ものづくり特区」に認定され，現在，本校を

中心とし，鈴鹿市及び三重県との連携で進められている。また，

現在の全国高専テクノフォーラムのきっかけとなる初の全国高

専テクノサミットを本校で開催するなど，その取り組みは全国

高専をリードするものである。 

本校では，平成９年度に自己点検・評価・改善報告書の第１

報を公表して以来，平成12年度に第２報，平成13年度に第３

報を公表し，同年，それを基にした外部評価を実施，14年度に

はその報告書を公表している。さらに，平成 16年度には第２

回目の外部評価を実施している。平成 15年度の JABEE受審も

含め，高等教育機関としての質の向上・発展を目指した自己改

善の努力を早期より継続的に行っていることも特徴のひとつで

ある。 
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Ⅱ 目的 

 

鈴鹿工業高等専門学校の使命 

鈴鹿工業高等専門学校は，知徳体三育の全人教育を範とする建学の精神に則り，我が国の工業発展を支える有能な

実践的技術者を育成すること，及び広く地域と社会に貢献することを使命としている。 

 

教育活動等の基本的な方針，教育目標等 

科学技術の高度化と国際化の進展等により，技術者教育を担う高等教育機関には新たな展開が求められている。こ

れを踏まえ，平成16年度新たに教育理念を定め，養成すべき人材像を明確にしている。 

教育理念 

  （１）広い視野から価値判断ができ，技術者精神を備えた豊かな人間性を涵養する。 

（２）科学技術に関する高い専門知識と技術に基づく深い洞察力と実践力を育成する。 

（３）未知の問題に果敢に挑み，新たな価値を創造する力を育てる。 

（４）心身を鍛え，己を確立し，自ら未来を切り拓く力を育てる。 

養成すべき人材像 

（１）生涯にわたり継続的に学修し，広い視野と豊かな人間性をもった人材を養成する。 

（２）高い専門知識と技術を有し，深い洞察力と実践力を備えた人材を養成する。 

（３）課題探求能力と問題解決能力を身に付けた創造性豊かな人材を養成する。 

（４）コミュニケーション能力に優れ，国際性を備えた人材を養成する。 

 

（準学士課程・専攻科課程，学科・専攻ごとの独自の目的） 

「教育に関する方針，目標」（準学士課程，学科） 

＜方針＞５年一貫の教養教育及び実践的工学教育により，創造性豊かな実践的技術者として将来活躍するための基礎

的な知識と技術及び生涯にわたり学習する力を身に付けた人材を育てる。 

＜教養教育の目標＞豊かな人間性と社会性を涵養し，広い視野からの問題把握と価値判断ができる力を培う。また，

自然科学及び情報処理の知識を習得させるとともに，英語によるコミュニケーション能力を育成する。 

＜専門教育の目標＞ 

【全学科共通】「複合型生産システム工学」教育プログラム（2003年度 JABEE認定）で期待される高度な専門知識と

豊富な実験技術を養う。 

【機械工学科】機械工学に関する理論と知識（材料と構造，運動と振動，エネルギーと流れ，情報と計測・制御，設

計と生産，機械とシステム等），実験技術を習得させるとともに，応用・展開力，創造性を養う。 

【電気電子工学科】電気電子工学に関する理論と知識（電気磁気学，電気回路，電気機器，電気電子制御，電子デバ

イス，情報通信基礎等）及び科目選択に基づく専門知識（電気エネルギー系科目又は情報通信系応用科目）並び

に豊富な実験技術を習得させるとともに，創造性を養う。 

【電子情報工学科】電子情報工学に関する理論と知識（電気磁気学，電子回路，電子工学，電子制御，ソフトウェア

工学，計算機工学，情報伝送工学等）及び実験技術並びにそれらの融合化技術に関する知識を習得させるととも

に，創造性を養う。 

【生物応用化学科】化学に関する理論と知識（物理化学系科目，無機化学系科目，有機化学系科目，分析化学系科目，

生物化学系科目等）及び応用化学，生物化学いずれかの選択に基づくコース別専門知識（工業化学系科目，化学

工学系科目，環境工学系科目，細胞工学系科目，遺伝子工学系科目等）並びに豊富な実験技術を習得させるとと
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もに，創造性を養う。 

【材料工学科】材料工学に関する理論と知識（材料の物理と化学，材料の構造・物性・機能，製造プロセス，材料設

計等）及び豊富な実験技術を習得させるとともに，それらを応用して材料に関連する諸問題を解決できる創造性

を養う。 

 

「教育に関する方針，目標」（専攻科課程，専攻） 

＜方針＞より高度で幅広い専門知識や創造力，判断力を身に付け，科学技術の分野で国際的に活躍できる実践的技術

者を育てる。 

＜専攻科教育の目標＞ 

【専攻科共通】JABEEの認定基準に準拠した複合型生産システム工学分野で技術革新を担うことができる高度で幅広

い専門知識を習得させるとともに，研究開発能力，課題探求・問題解決能力，技術者倫理を含む総合的判断力，

英語によるコミュニケーション能力の育成を図り，技術開発の場で新たな価値を創造する力を育てる。 

【電子機械工学専攻】機械工学，電気電子工学，電子情報工学等の学科出身者を対象として，機械・生産システム，

メカトロニクス，計測制御技術，エレクトロニクス，情報技術などの分野で技術革新を担うことができる高い専

門知識を習得させるとともに，研究開発能力を養う。 

【応用物質工学専攻】生物応用化学，材料工学等の学科出身者を対象として，ファインケミストリー，バイオテクノ

ロジー，材料プロセシング，環境保全・リサイクル技術，及び機能性新素材などの分野で技術革新を担うことが

できる高い専門知識を習得させるとともに，研究開発能力を養う。 

 

（学生に提示している学習・教育目標の概要） 

教育理念，養成すべき人材像，教養教育の目標，専門教育の目標を分かりやすく整理し，学生が身に付けるべき姿

勢・知識・技術・能力を以下のように提示している。 

（A）技術者としての姿勢 

＜視野＞ 自己と世界の関係を理解し地球規模で物事を眺めることができる。 

＜技術者倫理＞ 生産により生じる環境と社会への影響を認識し責任を自覚できる。 

＜意欲＞ 習得した知識・技術・能力を超える問題に備えて，継続的・自律的に学習できる。 

（B）基礎・専門の知識・技術とその応用力  

＜基礎＞ 数学，自然科学及び情報技術の知識の内容を習得し，それを活用できる。 

＜専門＞ 【機械工学科】，【電気電子工学科】，【電子情報工学科】，【生物応用化学科】，【材料工学科】各分

野の専門基礎知識，専門知識・技術を習得している。 

【専攻科】基礎工学及び主となる専門分野に加えて，生産システムに関する専門工学（生産・素材・計測

に関する工学ならびに知識に関する工学）の知識を習得し，それを活用できる。 

＜展開＞  習得した知識をもとに創造性を発揮し，限られた時間内で仕事を計画的に進めまとめることができる。   

（C）コミュニケーション能力   

＜発表＞  自らの取り組む課題に関する成果・問題点等を論理的に記述・伝達・討論できる。  

＜英語＞  英語による基本的なコミュニケーションができる。   

 

［学生への支援に関する目標］（準学士・専攻科課程共通） 

豊かな人間性，健全な心身及び確かな自己実現を図るため，学生の学習活動や課外活動等への参加を促進し，未来

を自ら切り拓く力を引き出せるよう修学上及び生活上の支援を行う。
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（選択的評価基準「研究活動の状況」に係る目的） 

 

本校は，有能な実践的技術者の育成とともに，広く地域と社会に貢献することを使命とし，地域に根ざし開かれた

高等教育機関として，以下のような研究目的を中期計画に掲げている。 

 

『研究活動の活性化を図るため，校長裁量経費を活用して，学科間を越えたプロジェクト研究を推進するとともに，

複合・融合領域における研究テーマを創出し，産学官連携の共同研究を推進する。』 

 

 この目的を達成するため，本校の研究活動は，以下の点に重きを置いている。 

１．鈴鹿市商工会議所を中心とした SUZUKA産学官交流会や三重県産業支援室・産業支援センターとの積極的な連携

協力を通じて，鈴鹿市及び三重県を中心とする地域社会への貢献を行う。 

２．「産学官技術サロン」や「燃料電池を核とした構造改革特区制度」等への取組みを通じて，地域の産業と社会へ

の貢献を行う。 

３．異分野の研究者交流・情報交換の場の提供を行う。 

４．異分野の研究者が集まったプロジェクト研究(共同研究)課題の発掘・推進を行う。 

５．優れたプロジェクト研究（共同研究）課題へ研究資金の重点配分を行う。 
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（選択的評価基準「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的） 

 

本校は，有能な実践的技術者の育成とともに，広く地域と社会に貢献することを使命とし，地域に根ざし開かれた

高等教育機関として地域の教育力の向上と生涯学習の機会の提供を目指して以下のような教育サービスに関する目的

を中期計画に掲げている。 

 

『地域交流・地域連携等を通じて本校の教育研究の成果を社会に還元する。また，地域の生涯学習機関としての役割

を果たす。』 

 

このような目的を達成するため，本校の地域への教育サービス活動は以下の点に重きを置いている。 

１．オープンカレッジ・学校開放等を通して地域社会へ貢献する。 

２．地域の自治体及び教育委員会等の要請に積極的に応じ，各種イベント等への参加や小学校等への出前講座を通し

て地域連携を推進する。 

３．科目等履修生・研究生制度及び社会人・技術者向けの公開講座等を通して地域の生涯学習機関としての役割を果

たし地域の発展に資する。 



鈴鹿工業高等専門学校 基準１ 

- 6 - 

Ⅲ 基準ごとの自己評価 

 

基準１ 高等専門学校の目的 

（１）観点ごとの分析 

観点１－１－①： 目的として，高等専門学校の使命，教育研究活動を実施する上での基本方針，

及び，養成しようとする人材像を含めた，達成しようとしている基本的な成果等

が，明確に定められているか。 

 

（観点に係る状況） 本校は「教育理念」「養成すべき人材像」「準学士課程・専攻科課程，学科

・専攻ごとの教育に関する目標」「学生への支援に関する目標」「研究に関する目標」「社会との

連携に関する目標」「国際交流等に関する目標」を定めている（別添資料1-1-①-1及び2）。 

 

別添資料1-1-①-1 本校の教育理念，養成すべき人材像，教育研究等の質の向上に関する目標 

別添資料1-1-①-2 本校の中期目標 

 

（分析結果とその根拠理由） 別添資料1-1-①-1及び2に示すように鈴鹿工業高等専門学校の目的を

具体的かつ明確に定めている。 

 

 

観点１－１－②： 目的が，学校教育法第７０条の２に規定された，高等専門学校一般に求められ

る目的から，はずれるものでないか。 

 

（観点に係る状況） 本校は，学校教育法第５章の２の規定に基づき設置された高等専門学校であり，

「知徳体三育の全人教育」を範とする建学の精神に則り，運営会議を始めとする各種委員会において

継続的に計画の方針を定め，その計画の実施や点検を行ってきた。平成15年度には，学科４，５年及

び専攻科課程で構成される「複合型生産システム工学」教育プログラム（融合複合・新領域分野）が，

国際的な同等性を有した工学教育プログラムであるとして日本技術者教育認定機構（以下「JABEE」

という。）より認定を受けた。平成16年度には，独立行政法人化を機に，新たに建学の精神を範とし

た教育理念，養成すべき人材像を定めた（別添資料1-1-①-1）。本校は，「継続的に学修し，広い

視野と豊かな人間性をもった人材」「高い専門知識を有し，深い洞察力と実践力を備えた人材」「課

題探求能力と問題解決能力を身に付けた創造性豊かな人材」「コミュニケーション能力に優れ，国際

性を備えた人材」の養成を目的としている。 

 

別添資料1-1-①-1 本校の教育理念，養成すべき人材像，教育研究等の質の向上に関する目標 

 

（分析結果とその根拠理由） 別添資料1-1-①-1に示すように，本校は深く専門の学芸を教授し，

職業に必要な能力を育成する目的をより具体的に定めており，学校教育法第70条の２の目的（深く専

門の学芸を教授すること，職業に必要な能力を育成すること）に合致している。 

以上のことから，本校の目的は学校教育法の定めにはずれるものではない。 
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観点１－２－①： 目的が，学校の構成員（教職員及び学生）に周知されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校の教育理念は，ウェブサイト（別添資料1-2-①-1）による一般的な周知

のほか，教員には教員手帳（別添資料1-2-①-2），職員にはポケットガイド（別添資料1-1-①-1）

や広報誌（別添資料1-2-①-3），学生には学生便覧（別添資料1-2-①-4）及び学期始めのオリエン

テーション（別添資料1-2-①-5）により周知している。 

教職員及び学生に対しては，このほか，機会を捉えて適宜に本校の目的を周知している。例えば，

平成16年４月には「中期計画に係る各年次計画の作成についての説明会」において，そして平成17年

３月には「基本理念・中期目標等説明会」において教職員に周知した（別添資料1-2-①-6～8）。さ

らに新任教員に対する説明会を年度当初に実施し，周知している（別添資料1-2-①-9）。学科の各

クラスルームには，より具体化した学科ごとの「学習・教育目標」を，学科４年以上及び専攻科の各

クラスルームには，「複合型生産システム工学」の「学習・教育目標」をパネルで掲示し，学生が身

に付けるべき姿勢・知識・技術・能力を明確にしている（別添資料1-2-①-10及び11）。 

 平成17年４月に行ったアンケートでは，「教育理念」「養成すべき人材像」については教職員全体

の約90％が認知していることが明らかとなった（別添資料1-2-①-12）。５月には本校ウェブサイト

に「目的」を掲載し，常に確認できるようにしている（別添資料1-2-①-13）。 

 

別添資料1-2-①-1 教育理念のウェブサイト 

別添資料1-2-①-2 教員手帳（基本理念） 

別添資料1-1-①-1 本校の教育理念，養成すべき人材像，教育研究等の質の向上に関する目標 

別添資料1-2-①-3 本校の広報誌「鈴風」（教育理念） 

別添資料1-2-①-4 平成17年度学生便覧（教育理念） 

別添資料1-2-①-5 平成17年度ガイダンス資料 

別添資料1-2-①-6 「学生支援担当教職員研修会」の基調講演資料 

別添資料1-2-①-7 中期計画に係る各年次計画の作成についての説明会 

別添資料1-2-①-8 「基本理念・中期目標等説明会」資料 

別添資料1-2-①-9 新任教員に対する説明会 

別添資料1-2-①-10 学科の各クラスルームに掲示されている「学習・教育目標」 

別添資料 1-2-①-11 学科４年以上と専攻科の各クラスルームに掲示されている「複合型生産システ

ム工学」の「学習・教育目標」 

別添資料1-2-①-12 教職員に対する本校の目的に関するアンケート 

別添資料1-2-①-13 本校の目的のウェブサイト 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校のウェブサイト（別添資料1-2-①-1及び13），各種資料（別添

資料1-2-①-2～9），掲示パネル（別添資料1-2-①-10及び11）等の様々な手段を用い，かつ，種々

の機会をとらえて教職員及び学生への説明を行っている。教職員アンケートの結果から，「教育理

念」及び「養成すべき人材像」について確実に理解されていると判断できる。 

以上のことから，本校では目的を学校の構成員に十分に周知している。 
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観点１－２－②： 目的が，社会に広く公表されているか。 

 

（観点に係る状況） 本校ウェブサイトに「教育理念・教育目標」を公開している（別添資料1-2-

①-1及び13）。また，広報用資料「鈴鹿工業高等専門学校ポケットガイド」（別添資料1-1-①-1）

には，教育理念，養成すべき人材像に加えて，１．教育に関する目標（学科教育，専攻科教育），

２．学生への支援に関する目標，３．研究に関する目標，４．社会との連携に関する目標，５．国

際交流に関する目標を掲載している。このポケットガイド（平成16年度は5000部作成）は，産学官

連携活動の行事に参加する企業等，公開講座などの学内行事への参加者，インターンシップ巡回で

訪問する企業及び入試広報で訪問する中学校等，幅広く配布している。 

 平成17年度学科学生募集要項・入学案内（別添資料4-1-①-4）には「教育理念」及び「求められ

る入学志願者像」を記載し，中学校の進路指導教諭を対象とした入試説明会（開催地：本校，水口，

桑名，伊勢，尾鷲）及び学校見学会・受験相談において説明している。また，中学校主催の入試説

明会に教員が参加し，本校の教育理念等学校のPRを行っている。さらに，希望する県内外の中学校

へ担当教員が訪問し，本校の入試のほか，「教育理念」及び「求められる入学志願者像」を説明し

ている（別添資料1-2-②-1）。 

 学科入試だけでなく，平成17年度編入学生募集要項・編入学案内や平成18年度専攻科学生募集要

項・専攻科入学案内にも「教育理念」及び「求められる入学志願者像」を記載している（別添資料

1-2-②-2及び3）。 

 

別添資料1-2-①-1 教育理念のウェブサイト 

別添資料1-2-①-13 本校の目的のウェブサイト 

別添資料1-1-①-1 本校の教育理念，養成すべき人材像，教育研究等の質の向上に関する目標 

別添資料4-1-①-4 アドミッション・ポリシー 

別添資料1-2-②-1 学科入試広報訪問先資料 

別添資料1-2-②-2 平成18年度編入学生募集要項・編入学案内 

別添資料1-2-②-3 平成18年度専攻科学生募集要項・専攻科入学案内 

 

（分析結果とその根拠理由） 本校はその目的を，ウェブサイトへの掲載（別添資料1-2-①-1及び

13），各種印刷物の配布（別添資料1-1-①-1，別添資料4-1-①-4, 別添資料1-2-②-2及び3）等によ

り知り得る状況に置いているほか，入試説明会及び中学校訪問活動等の機会を通じて説明している。 

以上のことから，本校の目的を社会に公表している。 

 

 

（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 本校の「教育理念・教育目標」の学内での周知及び社会への公表についての取り組み

が，「広報・国際交流委員会」及び「入学試験委員会」を中心に統一的，一体的に推進している点が

優れていると考えられる。 

（改善を要する点） 該当なし。 
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（３）基準１の自己評価の概要 

本校の「目的」は，「教育理念」「養成すべき人材像」に基づき「準学士課程・専攻科課程，学科

・専攻ごとの独自の目的」「学生への支援に関する目的」「研究に関する目的」「正規課程以外の教

育サービスに関する目的」として明確に定めている。 

本校は，「継続的に学修し，広い視野と豊かな人間性をもった人材」「高い専門知識を有し，深い

洞察力と実践力を備えた人材」「課題探求能力と問題解決能力を身に付けた創造性豊かな人材」「コ

ミュニケーション能力に優れ，国際性を備えた人材」の養成を目指しており，学校教育法第70条の２

に規定された高等専門学校一般に求められる目的（深く専門の学芸を教授すること，職業に必要な能

力を育成すること）に合致するものである。 

この「目的」は，教員手帳等各種資料や説明会を通して教職員に周知している。また，学生便覧や

各種オリエンテーション，各クラスルームのパネル掲示により学生にも周知している。さらに，ウェ

ブサイト，広報誌等の資料，入試説明会及び中学校訪問活動等を通して社会に広く公表している。 




